
消
防
団
の
活
動
は
、
１
年
を
通

じ
て
行
わ
れ
ま
す
。
本
ペ
ー

ジ
上
下
段
の
写
真
は
、
主
な
活
動
の

様
子
を
掲
載
し
ま
し
た
。

　

特
に
昨
年
は
、
２
年
に
１
度
開
催

さ
れ
る
消
防
操
法
大
会
「
田
方
支
部

操
法
大
会
」（
平
成
29
年
５
月
28
日
）

へ
の
出
場
の
た
め
、
通
常
の
活
動
に

加
え
て
、日
々
訓
練
に
励
み
ま
し
た
。

　

消
防
操
法
大
会
は
、
消
防
操
法
技

術
を
競
い
合
う
大
会
で
す
。
支
部
大

会
を
優
勝
す
る
と
県
大
会
へ
、
そ
こ

で
優
勝
す
る
と
消
防
団
の
甲
子
園
と

も
い
わ
れ
る
全
国
大
会
へ
の
出
場
が

決
ま
り
ま
す
。

　

昨
年
の
田
方
支
部
操
法
大
会
で

は
、
三
島
市
・
伊
豆
の
国
市
・
函
南

町
・
伊
東
市
・
熱
海
市
・
伊
豆
市
の

消
防
団
員
が
一
堂
に
会
し
、
三
島
市

か
ら
は
、
ポ
ン
プ
車
操
法
に
第
４
分

団
が
、
小
型
ポ
ン
プ
操
法
に
は
第
９

分
団
が
出
場
し
ま
し
た
。

■
ポ
ン
プ
車
操
法
（
第
４
分
団
）

　
　

指
揮
者
以
下
５
人
が
１
チ
ー
ム

と
な
り
、
ポ
ン
プ
車
か
ら
ホ
ー
ス
を

延
長
し
、
出
火
点
に
見
立
て
た
的
に

放
水
し
、
速
さ
と
正
確
性
を
競
う

■
小
型
ポ
ン
プ
操
法
（
第
９
分
団
）

　
　

指
揮
者
以
下
４
人
が
１
チ
ー
ム

と
な
り
、
可
搬
ポ
ン
プ
か
ら
ホ
ー
ス

を
延
長
し
、
出
火
点
に
見
立
て
た
的

に
放
水
し
、
速
さ
と
正
確
性
を
競
う

❹

⓬

❸

⓫

❷

❿

❶

❾

自動車ポンプ操法の部（準優勝）

　人生の中でとても良い経験をさせてもらいまし
た。仲間の有り難さ、大切さをより一層感じる事
の出来た時間でした。（指揮者：星谷隆弘さん）

【出場者】指揮者：星谷隆弘さん、1番員：石川豊さん、
2番員：加藤宜弘さん、3番員：小椋章弘さん（個人賞
受賞）、4番員：坪井裕樹さん、補助員：宮川和基さん

小型ポンプ操法の部（準優勝）

大舞台での個人賞というこれ以上にない結果は、
分団内外を問わず、頂いた多大なるご指導・ご協
力の賜物です。（３番員：大木悠太郎さん）

【出場者】指揮者：鈴木眞志さん（個人賞受賞）、1番員：
荒木圭太さん、2番員：佐藤瑠可さん、3番員：大木
悠太郎さん（個人賞受賞）、補助員：上野平正美さん

消防団を知る

第４分団

第９分団
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❽ ❼

⓰ ⓯

➏

⓮

➎

⓭

地
域
の
た
め
に
活
動
す
る 

消
防
団
の
雄
姿
を
見
る

地
域
を
守
る
た
め
、
３
月
１
日

㈭
～
７
日
㈬
に
行
わ
れ
る
春

季
全
国
火
災
予
防
運
動
に
伴
い
、
消

防
車
両
を
使
っ
た
防
火
パ
レ
ー
ド
を

行
い
ま
す
。

と
き　
３
月
４
日
㈰
▼
集
合
：
午
前

８
時
▼
出
発
式
：
午
前
８
時
10
分

▼
出
発
：
午
前
８
時
20
分

集
合
場
所　
市
役
所
玄
関
前
駐
車
場

内
容　
市
内
を
４
班
に
分
か
れ
、
防
火

広
報
を
放
送
し
な
が
ら
パ
レ
ー
ド

　

▼
第
１
班
：
市
街
地
・
北
上
▼
第

２
班
：
錦
田
▼
第
３
班
：
坂
▼
第

４
班
：
中
郷

参
加
人
数　
消
防
団
員
１
１
０
人

問
危
機
管
理
課
☎
９
７
２
・
５
８
２
０

３月１日㈭～７日㈬ 
春季全国火災予防運動

「火の用心　ことばを形に　習慣に」�
（平成 29 年度全国統一防火標語）

■平成 29 年中の富士山南東消防
本部管内と市内の火災件数
火災種類 市内 管内
建物火災 18件（＋１） 28件（－１）
林野火災 ０件（±０） １件（＋１）
車両火災 １件（－２） ６件（－４）
その他 10件（＋７） 23件（＋1５）
合計 29件（＋６） ５8件（＋11）

■建物火災 28 件の内、11 件が住
宅用火災警報器の未設置住宅

　　すべての住宅で住宅用火災警
報器の設置が義務付けられてい
ます。すでに設置している場合
も定期的に点検をしてください。

■その他火災は、空地や道路、河
川敷などの火災で注意が必要

　　管内で発生しているその他火
災は、ごみや枯草の焼却が多くの
原因です。また、法律の基準を満
たした焼却設備を使用せずに行う
野焼きは、法律や条例で禁止され
ています。（一部例外あり）

問富士山南東消防本部予防課 
☎ 972・5802

全
国
で
は
、
約
２
万
５
０
０
０

人
の
女
性
消
防
団
員
が
活
動

し
て
お
り
、
そ
の
う
ち
市
内
の
入
団

者
は
17
人
で
す
。

　

仕
事
や
子
育
て
を
し
な
が
ら
活
動

を
行
う
、
女
性
消
防
団
員
の
き
め
細

か
な
対
応
や
思
い
や
り
が
、
消
防
団

の
大
き
な
チ
カ
ラ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
18
歳
以
上
で
あ
れ
ば
学
生

で
も
消
防
団
に
入
団
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
消
防
団
と
し
て
活
動
し
た

学
生
に
対
し
て
、
市
町
村
長
が
「
学

生
消
防
団
活
動
認
定
証
明
書
」
を
交

付
す
る
「
認
証
制
度
」
も
あ
り
、
就

職
活
動
の
自
己
P
Ｒ
な
ど
で
も
活
用

で
き
ま
す
。

女
性
・
学
生
に
よ
る 

消
防
団
員
も
大
活
躍

女性ならではの視点や考え方は災害時に必要不可欠。あなたの参加を待っています！

【写真の説明】①～④５月：田方支部操法大会での第４分団⑤８月：総合防災訓
練⑥６月：分団査察⑦５月：狩野川水防訓練⑧４月：入退団式⑨～⑫５月：田
方支部操法大会での第９分団⑬ 11 月：秋の火災予防週間⑭ 10 月：大学祭消防
団入団案内⑮ 10 月：地区防災訓練⑯１月：出初式
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